
ひめは、おかしくなって

きました 「あたしは、。

いま、かえるのくににき

て、かえるのびょういん

に、いれられているのに

ちがいない。いぼがえる

は、ここのおいしゃさん

で、とのさまがえるは、

きっと、ここのおうさま

で、あたしをみにきたの

にちがいない。あたしの

かおと、かえるのかおと

は、たいへんにちがうか



ら、めずらしがっている

のだろう」こう、おもっ

ているうちに、とのさま

がえるは、あかがえるの

へいたいをつれて、さっ

さとかえっていきまし

た。そうすると、たいへ

んです。かえるのくにの

おうさまが、わざわざ、

びょういんまで、おしゃ

べりひめを、みにきたと

いうことを、くにじゅう

のかえるは、みんなきい



たらしく、いろんなかえ

るが、ぞろぞろと、かえ

るのびょういんのいりぐ

ちから、はいると、すぐ

にひめのかおをのぞきこ

みます。むしめがねをだ

して、のぞきこむものも

あります。のーとをだし

て、なにかをかきとめて

いくものも、あります。

かめらをだして、さつえ

いしていくものなど、い

ろいろありました。なか



には、なにやらはなしか

けるものも、あります。

「ぐれれ、ぐれれ」ひば

りのくにでこりていたの

で、さっきから、だまっ

てがまんをしていたおし

ゃべりひめ


